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情報マネジメント学部の専門教育カリキュラム

多様な専門分野の課題を題材にマネジメントの知識
と技法を修得し、実践の場に応用する能力を育成

2年次後期からコース配属

「コース横断プロジェクト」は各専門コースに限定さ
れない特色のあるPBL科目を配置

コース専門科目

マーケティング企画コンテンツビジネス

スポーツマネジメント ビジネスマネジメント

デジタルビジネスデザイン

コース横断プロジェクト

コンテンツ制作

先端デジタル プログラミング

フィールド専門科目

経営 組織 人材 会計

マーケティング 管理手法

マネジメントと情報に関する専門知識や技術を修得
し、専門能力を高める科目を９分野に分けて配置

コース専門科目と関連付けて学ぶことで、各コース
専門科目の理解をより深める役割を担う



コース横断プロジェクト科目と5つの専門コースとの関係

スポーツプロモーション

イベントプロデュース

地域ブランド創造プロジェクト

2年次配当科目

プロとのコラボレーションにおける「実戦」を通して、学びの目的を見出す

コースでの学びの成果をプロとのコラボレーションにおける「実戦」で発揮する

フィットネスビジネス実践

コンテンツビジネス実践 湘南ベルマーレコラボレーションプロジェクト

3・4年次配当科目

前期集中4単位

後期集中2単位

通年集中
4単位

マーケティング企画

コンテンツビジネススポーツマネジメント

ビジネスマネジメント

デジタルビジネスデザイン



「イベントプロデュース」とは

➢日刊スポーツ新聞社とのタイアップ科目

➢教員による指導

➢企画のノウハウ、プロジェクトマネジメント

➢プロによる講義

➢現場のノウハウを伝授

➢大規模イベントでのイベント運営実習

➢オリジナルイベントの企画・運営

➢イベント内容を実際の新聞紙面へ！



神奈川県下、東京都下の小学生対象ビーチバレーボール大会
•日本小学生バレーボール連盟承認、平塚＆藤沢地域小学生バレーボール連盟、
町田市少年少女バレーボール協会、各公認

•後援：伊勢原市、伊勢原市教育委員会、日本バレーボール協会、他

•協賛企業からの支援

•開催時期：10月中旬から下旬の土曜日または日曜日
•開催場所：湘南キャンパス ビーチバレーコート

•参加予定チーム数：例年16～20チーム（200名の参加）

大事なこと
•全てを学生の手で！
•企画、外部交渉、予算管理、運営、プロモーション、報道

•選手の皆様に、出場して「良かった」と思っていただく
また来年も「参加したい」と思っていただく

•チーム関係者、保護者の方にも「良かった」と思っていただく

「SANNO CUP」の概要



• 第1回～4回：ビーチバレーボールの普及を第一目的

• 第5回(2016年)：試合時間の伸長など競技性向上を目
指す

• 第6回(2017年)：競技性の向上

• 各地区・地域での予選会の実施

• (一部地域は履修生が運営)

• 参加チームを20チームに絞り込み、決勝大会として
位置付ける

• ビーチバレーボール連盟が検討中の小学生用4人制
ルールを先駆けて採用

• 雨天開催のノウハウの蓄積

• 第7回、第8回(2018、19年)：大会価値の向上

• 外部(スポンサー、地域、ビーチバレーボール競技)に
対する大会の価値付を考える

• 日本バレーボール協会の後援獲得、スポンサー数増

• 競技普及イベント「キッズビーチ」企画・開催

参考：「SANNO CUP」のあゆみ

• 第9回(2020)：万全の感染対策の下、大会実施

• オンライン「キッズビーチ」配信

• 第10回(2021)：降雨の中の大会

• 準備したマニュアルの想定外の臨機応変な運営

• ビーチバレーボール普及Webサイト立ち上げ

• 第11回(2022)：withコロナに向けての規模回復
を目指す

• 第12回(2023)

• 第13回(2024)
大学のキャンパス環境の変化に
対応した新しい大会運営方法の模索



参考：興味・関心が学修に繋がるプロセス

ジャンルを問わず
イベント運営全般
に興味がある

企画・プロデュースを基礎から
じっくり時間をかけて学び、
実際にプロデュースしてみたい

マスコミ媒体や
ネットを使用した
情報発信に興味がある

■イベント運営についての理解 ■企画力 ■プロデュース能力
■交渉力 ■コミュニケーション能力 ■スポンサーの発掘
■予算管理能力 ■情報収集力(取材力) ■情報発信力

⚫ 企画の立て方を基礎から学習
⚫ 各分野のプロがイベント運営や取材・記事作成のノウハウを伝授
⚫ 35名を担当部署に分け、分業体制下での協業によりコミュニケーション能力を
養う

⚫ スポンサーの発掘、交渉を実際に行う
⚫ 大規模エンターテインメントイベントでの実習
⚫ 約200名の来場者を集めるスポーツイベントを全て自分たちの力で運営

興味・関心

必要とされる知識・能力

どのように養うか



産業能率大学・教育開発研究所・ＦＤ研修会

「大社連携の視点からみるＰＢＬの価値
～企業にとって大学ＰＢＬの学びがもたらすもの～」

産業能率大学×日刊スポーツ
ＰＢＬコラボ授業

２０２５年３月７日

（株）日刊スポーツＰＲＥＳＳ
藤井 伸介



◆藤井伸介（ふじい・しんすけ＝１９７５年生まれ、４９歳）

１９９８年（平10）３月＝北海道教育大学・教育学部・函館校・情報科学コース卒
    同・４月＝日刊スポーツ印刷社（現・日刊スポーツＰＲＥＳＳ）入社

      経営企画室、情報システム課、営業課、工程管理部を歴任

２０１７年（平29）３月＝日刊スポーツ新聞社・広告事業部（現・広告部）に出向
     産業能率大との連携を約７年（２０１７～２３年度）担当

２０２４年（令６）11月＝日刊スポーツＰＲＥＳＳに復職
     整理制作本部制作部制作一課にて、広告編成業務を現任

◆日刊スポーツ（にっかん・すぽーつ）

１９４６年（昭21）３月６日＝創刊（日本初のスポーツ新聞）

１９９７年（平９）１月８日＝インターネット上での情報発信を開始
        http://www.nikkansports.com/

２０２１年（令３）４月１日＝日刊スポーツＮＥＷＳを設立
        デジタルとコンテンツを専門に扱う



新聞は、こんなにたくさんある
◆スポーツ６紙

日刊スポーツ
スポーツニッポン
スポーツ報知（報知新聞）
サンケイスポーツ
デイリースポーツ
東京中日スポーツ（廃刊、デジタルのみ）

◆夕刊紙
東京スポーツ
夕刊フジ（廃刊）
日刊ゲンダイ

◆一般紙
朝日新聞
毎日新聞
読売新聞
産経新聞
日本経済新聞

◆地方紙、コミュニティ紙、業界紙、団体紙、フリーペーパー、etc.

新聞の強み
「日刊スポーツ」の強み

ex.
自宅に
毎日届く
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スポーツ
に強い
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特定の
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◆「日刊スポーツ」のビジネス

日刊スポーツ 消費者

文 化

スポーツ

社 会

読者

情報

購読
料

新 聞

Ｗｅｂ

イベント

広告
代

販促

企業・団体

広告

取組

消費行動・参加活動

注目
啓発
興味



◆「日刊スポーツ」のビジネス

新聞
「日刊スポーツ」

ニュースサイトほか
「nikkansports.com」

売上

＞



◆日刊スポーツのイベント事業（主催、共催、後援、協力）

富士山マラソン、チビリンピック、神宮外苑花火大会、日刊アマゴルフ大会、etc.

⇑ 富士山マラソン2024（事後紙面）

⇑ 神宮外苑花火大会
2024（事後紙面）

⇐ チビリンピック2024
（事後紙面）



産業能率大×日刊スポーツ ＰＢＬプロジェクト
通年講義「イベントプロデュース」   （２０１２年度～）

４月＝ガイダンス、概論（プロデュース、イベント企画、
  スポーツの意義）、グループ分け
５～７月＝講師派遣
   日刊スポーツ社員によるノウハウ提供
   外部企業・団体に所属の講師による講義
７～１０月＝グループワーク、大会準備、紙面制作指導
８月上旬＝「神宮外苑花火大会」現地実習
１０月上旬＝「SANNO CUP」開催
１０月末＝「SANNO CUP」特集紙面掲載

イベントプロデュースの基礎から実践を学び、イベントの運営補助や見学を実施、
これらの経験や知識を活用して、日刊スポーツとの協働による小学生ビーチバレーボール大会
「SANNO CUP」の企画・運営を行う。
小学生に向けてビーチバレーボールの普及を推進し、将来的に本邦初の小学生ビーチバレーボール
全国大会への発展を目指す。
本大会を開催するために、履修者によって組織される実行委員会を結成し、プロデューサー、オペ
レーション、プロモーション、プレスといったグループに分かれて準備活動を行う。   
  （２０２４年度・講義シラバスより抜粋）

情報マネジメント学部
（コース横断プロジェクト）

２年生・約３５人（2024年度）

中川直樹教授
川野邊誠教授



◆日刊スポーツ社員によるノウハウ提供

＜記者＞取材から記事化まで
 聞く力（インプット）
 伝える力（アウトプット）
 見つける力（サーチ）
 つながる力（コネクション）

＜カメラマン（静止画・動画）＞
 撮影技術（切り取り方）
 位置取り（事前の観察を含む）
 雰囲気作り
 動画キャプションの力

現役社員による講義

取材（インタビュー、撮影）機会の提供

（例）プロ野球ＯＢ宮本慎也氏
   （「宮本杯学童軟式野球大会」見学）

神宮外苑花火大会・ゲスト取材
   （松平健、テレ朝アナウンサーほか）

ホッケージャパンリーグ
 ＢＣリーグ神奈川 （監督取材）

 Ｂリーグ立川ダイス

記者講義１コマ （事前課題＝記事１４０字）
カメラマン講義１コマ （学内撮影、即興アドバイス）
イベント事業担当者１コマ
    （神宮外苑花火大会オリエン１コマ）

学生の書いた記事、撮った写真を
実際の「日刊スポーツ」に掲載も！





⇐２０２４年９月２８日付
ドジャース大谷 記事下掲載



◆日刊スポーツ社員によるノウハウ提供

＜イベント事業担当者＞
 イベント企画、計画、準備、
 コスト、リスク、運営、経験
 イベントの影響力、広告換算

＜紙面制作レイアウター＞
 紙面の構成
 緊急時（雨天中止など）の準備
 素材（記事・写真）の準備
 見出しの考え方

＜広告部（営業）＞
 協賛募集のアドバイス
 広告主・広告代理店との連携

（学生による協賛プレゼンへの同行）
 プロモーションのアドバイス
 メディア（紙面・ＷＥＢ）の活用
 紙面掲載（スペース確保と掲載）
 掲載紙や協賛媒体の配送
 大会関連のサポート

紙面制作・打ち合わせ

協賛クライアントの紹介

【過去実績】
 セントラルスポーツ、ウィダーin、ファイテン、

大塚製薬、ニチバン、ライトアベイル、花王、
キンカン

紙面制作レイアウターと広告（紙面・デジタル）担当者が
講義内で打ち合わせに参加

日刊スポーツのイベント（コンテンツ）を

【生きた教材】としての大学ＰＢＬ



◆外部企業・団体に所属の講師による講義

＜エンタメ企業のスポーツイベント運営：社会貢献活動＞
 (株)LDH JAPAN
  （小学４～６年生を対象とした）フットサル大会「EXILE CUP」企画・運営

＜エンタメ企業のイベント運営・タレントマネジメント＞
 (株)キョードー東京（音楽、ミュージカル、オペラ、舞台、バレエなど）
  国内イベント運営、海外エンタメの招致、プロモーション
 ダンスカンパニー「DAZZLE」
  イマーシブルシアター（体験型公演）の制作・上演。常設劇場の運営
 (株)ＳＭＡＧ（タレントマネジメント、イベントプロモーション）
  自己形成・自己啓発、コミュニケーション形成について

＜スポーツ競技団体の運営（競技大会、選手育成、競技普及、スポンサー、etc.）＞
 日本バレーボール協会、日本陸上競技連盟、ホッケージャパンリーグ

外部講師の派遣（過去実績）

日刊スポーツと連携のあるイベント関連団体にご講義を頂く

人的ソリューションの提供



◆「神宮外苑花火大会」現地実習

什器・資材の搬入・設置、会場設営・周辺養生、協賛ノベルティ仕分け、
会場全体把握、スケジュール把握

（現地集合、ドレスコード、体調管理など含む）

開催翌日＝現場原状回復

日刊スポーツのイベントでの現地実習
＝ イベント現場のリアルを体験

開催当日＝班別実習（各自解散→宿舎へ）

開催前日＝イベント準備

【統括プロデューサー班】本部運営サポート（問い合わせ電話対応なども）

【プレス班（ライター・フォト）】日刊スポーツ記者やオフィシャルカメラのサポート

【オペレーション班】ステージ周りの運営サポート、地域対策サポート

【プロモーション班】ゲスト控え室やケータリング周りのサポート

什器・資材の撤収、会場清掃・周辺清掃・養生撤去
（宿泊先の退去、現地解散を含む）





＜協賛品の提供＞
 協賛各社からの物品提供 （協賛報告書のための撮影や取材）
 日刊スポーツ本紙、同ノベルティの提供

＜大会当日・運営サポート・アドバイス＞
 大会視察、開会式・閉会式への出席、
 表彰式プレゼンター、運営アドバイス
 記者らの現地指導、添削 （本社へのニュース出稿）

＜大会当日・速報ニュース対応＞
 nikkansports.comでの速報ニュース掲載

＜大会事後・特集紙面掲載＞
 編集紙面１２段（学生コンテを基にプロが制作）

＋広告（大学ＰＲと協賛各社の紹介）３段
 nikkansports.com上で特設サイトの発信（１週間）

◆「SANNO CUP」大会サポート

日刊スポーツの１個面を使用しての露出提供

学生の紙面制作、ＰＢＬ成果発表、
大会や大学のプロモーション機会

参加者

関係者

一般読者



◆日刊スポーツが【大社連携ＰＢＬ】に取り組むメリット

①イベントにおける人材確保・次世代育成
３０人超の運営スタッフとしての人員配置
イベント運営を志す学生＝向上意識高い人材（通常のバイトとは異なる）
イベント運営を担う次世代スタッフの育成（育てる側、育てられる側）

②新しいアイデアの宝庫
イベントにおける課題解決に取り組む学生から新しい考え方を得る
（サンプリング品の仕分け手順、弊紙には無い紙面レイアウト案、etc.）

③企業プロモーション
若い世代（現役大学生、進学高校生、出場小学生）やその保護者への日刊スポーツの
大社連携ブランディング（読者への訴求も）

④連携企業との関係構築・強化
プロモーションのメニューとして、連携企業や広告代理店への声がけ
外部講師を委託する企業・団体との協働（産学連携の関係構築）

⑤新聞メディアの理解促進
協賛事業＋広告事業（協賛名義＋紙面スペースを記事広告として活用）
日刊スポーツ紙面やコンテンツ、リソース、ノウハウをパッケージ化



左から
２０２３大会
２０２２大会
２０２１大会
２０２０大会

左から
２０１９大会
２０１８大会
２０１７大会
２０１６大会



唯一無二の価値
を生み出す事ができる

大社連携ＰＢＬ
を継続していきたい



私たちが目指すもの

＜日刊スポーツ綱領＞ 1978年1月

1. 新聞倫理綱領の精神に基づき、スポーツ・文化・芸能・レジャー
などのニュースを正しく速く報道し、その解説評論を行う。

2. 報道を通じて、自由で公正な明るい社会の育成、国民の健康増進、
文化の向上に努める。

3. 報道をはじめ、広告、販売、企画などのあらゆる活動により、ス
ポーツ・文化・芸能・レジャー各界の健全な発展を図り、国際親
善に寄与する。



この科目を通しての真の学び

多くのPBLにおいて学習者は
     「華やかな成功体験」を求めがち。
残念ながら、そこで終わると “良い思い出” 止まり。

プロジェクトを通して、
 「たくさん躓く」「不甲斐なさと向き合う」
 「できた自分をしっかり褒める」・・・ことで、
大学後半の学びの目的・目標を見いだす。

大学という安全に転べる場で、
社会に出る前にたくさん転んでおくことが大事。
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